
【４】 

「子どもを守るためにできることは？」（傍観者の立場を通して） 

～わが子の友だちがいじめられています・・・～（人間関係） 
 

【学習資料】事例シート 

「どうしよっか」 

 

小学３年生になる娘のＡが、夕食の時にこんな話をしてくれました。 

 「お母さん、Ｂ君っていじめられてるんだよ。」 

 「え、何で？誰に？」 

 「Ｃ君とＤ君とＥ君。今日、学校から帰って来る時、Ｂ君の背中をドンドンって押して、田んぼ

に落としたんだよ。Ｂ君のこと、叩いたり蹴ったりしているのも見たことある。」 

「ええ！いつから？」 

「けっこう前から。」 

 「今日、Ａは注意したの？」 

 「うん。Ｆちゃんと一緒に『何してるの!』って。でも『はあ？遊んでるだけだしー』って言わ

れた。」 

 「Ｂ君は？」 

 「黙ってた。」 

 「先生は知ってるの？」 

 「わかんない。だって、いつも先生がいない時にしてるし。」 

 「明日、先生に言ってみたら？」 

 

夕食後、Ｆちゃんのお母さんにメールを送りました。 

「今日Ａに、Ｂ君が前からいじめられてるって聞いたんだけど、知ってた？」 

「そういえば前にＦがそんなこと言ってたわー。誰にいじめられてるんだっけ？」 

「Ｃ君とＤ君とＥ君だって」 

「あー、ハイハイ。あの家ね」 

「今日、帰り道でＢ君のこと田んぼに突き落としたんだって。一応ＡとＦちゃんが注意したみた

いだけど」 

「Ｆも？うわ～！」 

「Ａには、先生に言ってみたら？って言っといたけど」 

「あの先生、頼りないけどね」 

「まあね。でもこのままじゃＢ君がかわいそう」 

「だけどＢ君もおとなし過ぎるんじゃない？っていうか私、Ｂ君の家のことあんまり知らない」 

「私もＢ君のお母さんとほとんど話したことないよ。でもＢ君のお母さん、このこと知ってるか

な？教えてあげた方がいいかな？」 

「ま、学校に任せとけばいいんじゃない？それよりさあ、……」 

 

その夜、Ａの寝顔を見ながらつぶやきました。 

「どうしよっか」 
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【学習のポイント】 

 ○いじめを防止するために、保護者が自分たちにできることを主体的に考え、行動につなげようとする意

欲を高める。 

 ○大人（保護者・教職員等）も子どもも、「いじめを許さない集団」、「いじめを生みにくい集団」にな

るには、どのような人間関係づくりをしていけばよいのかを考える。 

 

【すすめ方（８５分）】 

流 れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導 入 10 １ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

①ファシリテーター自己紹介 

②研修の目的、本日の流れの説明 

③話合いのルールの確認 

④グループ内で簡単に自己紹介 

 

 

 

 

 

２ アイスブレイクをする。 

「ペア・コミュニケーション」 

①お題をもとにペアで話し合う。

じゃんけんで話す役／聴く役の

順番を決める。（役割は後で交

代する） 

②ルールを説明する。 

③お題に沿って順番に、話す／聴

く。（１分×２人＝２分） 

お題：「最近食べたおいしかっ

たもの」 

■本研修会のねらいや進め方につ

いて説明する。 

 

 

■ルールの参加・尊重・守秘につ

いて説明する。（③） 

 

 

 

 

 

 

 

■「話す役」は１分間お題につい

て話す。（②） 

■「聴く役」は相手の話をしっか

り聴く。頷いたり、相槌を打った

りするのはＯＫだが、相手の話を

遮ったり、取ったりしない。（②） 

■時間はファシリテーターが計る

ので、時間の途中で勝手に役割を

交代しない。（②） 

◆４人のグルー

プ型の座席にし

ておく。 

◆ホワイトボー

ドに話合いのル

ールを書いて（貼

って）おく。 

◆レジュメに、

研修の目的、本

日の学習の流れ

を記載する。裏

面はメモ欄にす

る。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「どうしよっか」を使って 

話合いをする。 

①各自に＜事例シート＞「どうし

よっか」を配布し、ファシリテ

ーターが読み上げる。 

②事例に登場するＡのお母さんの、

その後の行動について話し合う。 

 

 

 

４ 「もしも、私なら」どうする

か話し合う。 

①自分の子どもから、事例のよう

な話を聴いた時、自分ならどう

すると思うか話し合う。 

また、すでにそのような経験が

ある場合、その時どうしたか出

してもらう。 

 

 

 

 

 

 

■Ｂへのいじめを解決するために、

Ａのお母さんは、この後、どうす

べきだと思いますか。（②） 

 

 

 

 

■あなたが、自分の子どもから「同

じクラスの子がいじめられている」

と聴いたら、どうすると思います

か。また、今までにそのようなこ

とがあった場合、どのようにしま

したか。（①） 

 

◆役割を決めて

事例シートを朗

読することもで

きる。 

◆ファシリテー

ターは、いじめ

の加害者の親、

被害者の親な

ど、様々な立場

があることを気

に留めておく。 

 

◆グループ用の

メモ用紙（Ａ４

白紙）や付箋を

置いておき、話

合いの内容を簡

単に記録できる

ようにしておく。 
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展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「自分の（しそうな）行動」に

ついて、いじめを解決する上で

どのようなことが課題になると

思うか話し合う。 

 

 

 

 

 

５ 「かけがえのないあなたたち

へ」メッセージづくりをする。 

①いじめを生まない、エスカレー

トさせないために、「一人の保

護者として」また、「保護者集

団として」何ができるか考えて

もらう。 

②考えたことを「メッセージ」と

して模造紙にまとめる。 

タイトル：「かけがえのないあ

なたたちへ ～○○小学校の保

護者は、いじめを許しません！

～」 

◎そのために、私たち保護者は 

  ・家では 

 ・保護者みんなで 

■自分がすると思う行動は、いじ

めの解決につながると思いますか。

また、自分がこれまでにした行動

は、いじめの解決につながったで

しょうか。もし、そうでないとし

たら、何が課題でしょうか。課題

だと思うことを意見交換してみて

ください。（②） 

 

 

 

■いじめを生まない、エスカレー

トさせないために、保護者として

何ができるでしょうか。まずは、

学校の先生や子どもたちに、『私

たちはいじめを許さない』という

明確な意思表示をすることが大切

ではないでしょうか。 

そこで今日は、一人の保護者と

して、また、保護者みんなで取り

組むことを考え、保護者からのメ

ッセージとして、模造紙にまとめ

ていただきたいと思います。 

10 分程度で考えていただき、10

分程度で模造紙にまとめてくださ

い。 

◆模造紙の書き

方例を示す。 

◆模造紙の書き

方は基本的には

自由。書いてほ

しいポイントを

提示する。 

 

 

 

 

◆模造紙（成果

物）は、学校に

掲示したり、授

業で使ってもら

ったりして、メ

ッセージが子ど

もたちへしっか

り届くようにし

たい。子どもた

ちが見ることを

意識して、メッ

セージをつくっ

てほしいことを

伝える。 

まとめ 20 ６ 模造紙を見せながら、各グル

ープの「メッセージ」を発表す

る。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ファシリテーターがまとめを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

■各グループで考えたメッセージ

を、発表していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いじめはクラスの中など、身近

な人間関係の中で起こる。 

■良好な人間関係、つながりがな

ければ、いじめは起こりやすい。 

■大人（保護者・教職員）も良好

な人間関係や信頼関係を構築して

いくためには、具体的な取組をし

ていかなければならない。 

■誰もが、「いじめを許さない」

◆グループ数が

多い場合は、全

部ではなく、い

くつかのグルー

プに発表しても

らう。 

◆また、発表に

替えてギャラリ

ーウォークで、

各グループの「メ

ッセージ」を見

て回ることもで

きる。 
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８ ふりかえりシートに記入する。 

「いじめを生まない」という意思

表示をしていくことが大切。 

■いじめは個人の問題ではなく、

集団、社会の問題。個人と個人の

問題として片付けるのではなく、

クラスや学校、集団の問題として

解決に取り組まなければならない。 

 

 

＜模造紙の記入例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけがえのないあなたたちへ 

～○○小学校の保護者は、いじめを許しません！～ 

そのために、私たち保護者は… 

 

★ 家では… 

  ① ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

  ② ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 保護者みんなで… 

  ① ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

  ② ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します 
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参考 ＊展開１のグループでの話合いで使用することもできます。 

 

「どうしよっか」ワークシート 

 

１ Ｂへのいじめを解決するために、Ａのお母さんは、この後、どうすべきだと思いますか。 

 

２ あなたが、自分の子どもから「同じクラスの子がいじめられている」と聴いたら、どうすると思います

か。また、今までにそのようなことがあった場合、どのようにしましたか。 

 

３ 自分がすると思う行動は、いじめの解決につながると思いますか。また、自分がこれまでにした行

動は、いじめの解決につながったでしょうか。もし、そうでないとしたら、何が課題でしょうか。 

 

 

 

－２５－ 


